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魅力的な提案をしよう　プレゼンテーションをする　　　二年（　　　）番（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

単　「私たちの村の職場を紹介しよう」～二年生の『働く場所開拓』～　第四時　七月　　日　　(　　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
課
第四時の評価の観点　
◎聞き手の関心や知りたいことなどを予想して、内容を整理したり考えたりしている。
一　発表メモをもとにグループ同士で評価の仕方を知ろう。
二　リハーサルの仕方や全体交流の方法を知り、次時に生かすことができるようにしよう。


　
三　職場体験を通して（取材における資料から）発表メモを練り直そう。
次時の流れ
まとめ
� eq \o\ac(○,後)�１.料理・接客グループ





� eq \o\ac(○,前)�５.車関係グループ





� eq \o\ac(○,後)�６.役場グループ





� eq \o\ac(○,前)�３.診療・保育グループ





� eq \o\ac(○,後)�４.和菓子屋グループ





� eq \o\ac(○,前)�２.森林・土木グループ





構成（内容）の工夫





司会者を決めよう。


※二名程度募集！


（　　　　　　　　　　）


（　　　　　　　　　　）





※この部分のみの


司会になります。





全体交流のときのビデオ係を決めよう。





１（　　　　　　　　　）


２（　　　　　　　　　）


３（　　　　　　　　　）


４（　　　　　　　　　）


５（　　　　　　　　　）


６（　　　　　　　　　）





黒　板





� eq \o\ac(○,話)�「私たちのグループは今日、評価の観点から機器を有効に活用して話します。特に具体的な説明のところで資料を指し示しながら話したいと思います。聞いてください。」←聞き手に意識してもらう


� eq \o\ac(○,聞)�「◯◯さんは、職場の苦労の説明のときにスライドを指し示しながら説明できていたのでよかったと思います。さらに、間を意識して話すことができるとより魅力的になりますよ。」←観点をもとに評価する











【全体交流の流れ】


◯　グループ毎にプレゼンテーションを


をする（三分程度×六→十八分）


１　料理・接客グループ「茶の里・味彩」友次郎・志音


２　森林・土木グループ「森林組合・立保土木」 琉・築那・秀悟


３　診療・保育グループ「診療所・みつば保育園」梓乃・七夏


４　和菓子屋 グループ「仁太郎」剣真・剛輝


５　車関係グループ「古田オート」心楽・永遠


６　役場グループ　「ＣＡＴＶ・ふれあいサロン」俊介・千裕・ほなみ





※すべてのグループの提案が終わった後


に評価・感想を言う（三分程度）


（本時の評価の観点に基づいて発表する）





☆リハーサルで交流したグループについてはその時と比較して、変わったところや良くなったところを評価できると良いと思います。





☆各グループは移動時間を短くして、無


駄な時間を少なくしよう。








◯次時のリハーサル場所と順番





























　


















































◯単元を貫く課題を知り、これからの学習の見通しをもつことができたか。　　　　　１　２　３　４　５


◯ウェビングを活用して、村の魅力について考え、話題を設定することができたか。　１　２　３　４　５





リハーサル(１５分)


◯割り当てられたグループ同士で提案し合い,評価の観点に基づいてアドバイスをし合う。








第６時へつなげる。





課題化





（復習）評価の観点を明らかにする





全体交流(２０分)


◯アドバイスを生かして魅力的な提案をしよう。





本時を振り返り，まとめを書く。


(評価の観点を大切に)




















〇　体験を通して（取材を見て）より魅力的な発表メモにすることができたか。 　　５　４　３　２　１


〇　リハーサルを通して、観点に基づいて評価し合いアドバイスを送れたか。　　   ５　４　３　２　１








